
災害情報研究会 H28 年度 第 5回 1日目議事録 

 

1. 日時 ：2016 年 8 月 1 日（月） 16:30～18:00 

2. 場所 ：岩沼みんなの家（宮城県岩沼市恵み野 2-17-5） 

3. 進行 ：市川座長（レスキューナウ） 

4. PC ：市川座長（レスキューナウ）野田（アジア航測） 

5. 記録 ：橋元（清水建設） 

6. 出席者（8名：敬称略・順不同） 

   市川（レスキューナウ）、高橋（インフォコム）、橋元（清水建設）、 

   野田（アジア航測）、東根（建設環境）、中村（中村危機管理研究所）、 

本間（建設環境）、水間（インフォコム） 

 

7. 実施内容 

(1)アクションカードの編集作業 

■アクションフロー図 a26 の再度見直し 

・報告先を現地対策本部長から現地対策本部とする。 

・現地社員対応者の説明を用語集に加える。 

 

■アクションフロー図 a27 の検討 

・主語（責任者）を現地社員対応者とする。 

・i1のフロムを a25 と同様とする。 

・i21 のフロムを現地対策本部とする。 

・i61 のフロムを現地災害対策マニュアル等とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩沼みんなの家 研究会第 1日目 

https://www.google.co.jp/maps/place/%E5%B2%A9%E6%B2%BC%E3%81%BF%E3%82%93%E3%81%AA%E3%81%AE%E5%AE%B6+by+infocom/@38.109902,140.905601,17z/data=!3m1!4b1!4m2!3m1!1s0x0:0xa3cb2d9ca3ecac4a


■アクションカード A-27 の作成 

・手順 No1：「現地社員対応者は地震の規模、地域情報を気象庁及び地震情報配信会社

より収集する。」とする。 

・手順 No2：「現地社員対応者は自社被害状況を把握する。」とする。 

・手順 No3：「現地社員対応者は現地災害対策マニュアル等により避難基準を確認する。」

とする。 

・手順 No4：「現地社員対応者は上記 1,2,3 の状況に従い社員等をあらかじめ指定され

た安全な場所に避難させる。」とする。 

・手順 No5：「現地社員対応者は避難結果を報告し避難者リストを作成する。」とする。 

・各手順についての入手・伝達方法を確認する。 

 

8.合宿第 1日目の行事 

□被災地視察（13：00～15：30） 

 谷地沼さん（語り部）、沼田さん（岩沼市職員）に先導していただき、千年希望の丘内の

岩沼市の震災メモリアル施設（交流センター）でまず復興の記録ビデオを鑑賞した後、

慰霊碑→相野釜→二野倉→長谷釜→玉浦西地区（津波を受けた住民が集団移転した地区、

震災復興のモデルとされている）等を視察。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千年希望の丘 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□講和１：谷地沼さん（語り部） 

体育館での避難生活などの生々しい被災経験談や、被災 6地区の従来からのコミュニテ

ィを生かした住民主導型の集団移転を取りまとめてこられた貴重な体験談を伺い、普段

からの近隣とのコミュニティがいかに大切かを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□講和２：沼田さん（岩沼市教育委員会） 

 5 月に熊本益城町に派遣され、現地で避難所運営プロジェクトチームに所属されて支援

にあたられた際の貴重な体験談を伺いました。特に津波により集落内の全ての家屋が同

じ被災を受けた岩沼市玉浦西地区と、住居により被災状況が異なった熊本益城町では、

その後の復興に向けた取り組みが異なることを改めて知ることができました。 

 

 


